
自治体へのメッセージ
地域おこし協力隊制度の運用は、自治体によって「ベストな状態」や「ゴー
ル」が異なるものです。地域と協力隊と行政の「三方良し」、ぜひ一緒にオー
ダーメイドで作っていきましょう！

これまでに
関与した

地域おこし
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関する

プロジェクト

　松江市の地域おこし協力隊は、①フリーミッションが中心、②全員が会計
年度任用職員（雇用型）、③活動エリアはフリー、④全員が同じ部署に所属、
といった点が特徴です。地域の抱える課題にアプローチし、地域とともに活
動し、生業や新しい文化を創造することを目標としています。多くの隊員が定
住・起業しており、OB・OGとのつながりが脈々と続いているのが大きな財産
です。
　私は「協力隊員全員の担当」として、活動の相談から、地域との接続、要綱
作成、予算管理、募集活動、情報発信、研修、他部署との調整、住居の確
保、出張など、幅広く担ってきました。
　地域との連携や公益性を伴う活動といった地域おこし協力隊制度の本分
を理解し、自治体のルールを押さえながら、どこまで活動の幅を広げられる
か。どう生業を作るか。どれだけ面白く、楽しくできるか。隊員の皆さんと一緒
に悩み考え、運用を刷新しながら取り組んできたこと、そして常に前向きであ
ることには自信があります。

第8回地域おこし協力隊全国サミットでの事例発表（テーマ：地域おこし協力
隊の三方良し）

助言可能な内容

情報発信の強化

「地域おこし協力隊インター
ン」等の活用推進

募集の魅力度の向上

受入れの開始・増強

都道府県ＯＢ・ＯＧネットワー
クの推進

任期終了後の支援

その他（詳細は以下に記載）

市町村のサポート体制の強化

制度・要綱の落とし込み、弾力的な制度運
用、実務全般、募集活動（直近では4名程度
の募集に対し15名の応募）、OB・OGとの連携
（つながりや研修）

略歴

1993年　大阪府生まれ、大阪府育ち。
2012年　鳥取大学地域学部入学。全国の市町村の6割超を巡る。
            フィールドワークを契機に、地域おこし協力隊に関心を持つ。
2016年　鳥取大学卒業、松江市役所入庁。税務管理課に配属。
2019年　生活福祉課に異動。
2023年　定住企業立地推進課に異動。
            地域おこし協力隊やUIターンの担当を務める。
2025年　人事課に異動。
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令和７年度 地域おこし協力隊アドバイザープロフィール
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松江市　総務部人事課　副主任
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